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中 学 校 道 徳



道徳教育における評価の意義

教師 生徒

指導の目標や計画、指
導方法の改善・充実に
取り組むための資料と
なるもの

自らの成長を実感し意
欲の向上につなげてい
くもの

指導に生かされ、生徒の成長につながる評価でなく
てはならない

指 導 と 評 価 の 一 体 化

はじめに



生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し、学習
したことの意義や価値を実感できるようにすること。また、
各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点か
ら、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら
評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や成果を評価し、
指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に
生かすようにすること。

中学校学習指導要領「第１章 総則」の「第３ 教育課程の実施と学習評価」の２の(1)

評価の意義



道徳科は、道徳教育の目標に基づき、各教科、総合的な学
習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図り
ながら、計画的、発展的な指導によって道徳性を養うことが
ねらいである。

道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的特
性であり道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲及び態
度を諸様相とする内面的資質である。このような道徳性が養
われたか否かは、容易に判断できるものではない。

しかし、道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の
指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把握し評価す
ることが求められる。

中学校学習指導要領 解説 特別の教科 道徳編
第５章 第２節 道徳科における生徒の学習状況及び成長の様子についての評価

道 徳 科 の 評 価 の 基 本 的 態 度



道徳科は、道徳教育の目標に基づき、各教科、総合的な学
習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図り
ながら、計画的、発展的な指導によって道徳性を養うことが
ねらいである。

道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的特
性であり道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲及び態
度を諸様相とする内面的資質である。このような道徳性が養
われたか否かは、容易に判断できるものではない。

しかし、道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の
指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把握し評価す
ることが求められる。

中学校学習指導要領 解説 特別の教科 道徳編
第５章 第２節 道徳科における生徒の学習状況及び成長の様子についての評価

道 徳 科 の 評 価 の 基 本 的 態 度



これまで行ってきた道徳教育の評価

教育活動全体で見られた
生徒の道徳的な行為等から見取る評価

行動の記録

◇基本的な生活習慣
◇健康・体力の向上
◇自主・自律
◇責任感
◇創意工夫
◇思いやり・協力 …

十分満足できる状況に
あると判断される場合
に○印を付ける評価

総合所見及び指導上参考となる諸事項

生徒の成長の状況を総合的に捉え、記述する評価

評価の公的な文書である「指導要録」の場合



新たに加わった道徳科の評価

生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握
し、指導に生かすよう努める必要がある。ただし、数値など
による評価は行わないものとする。

中学校学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳」の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」の４

道 徳 科 の 授 業 で 見 取 る 生 徒 の 評 価



道徳科の評価の在り方

・数値による評価ではなく、記述式とすること
・個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏ま
えた評価とすること

・他の生徒との比較による評価ではなく、生徒がいかに成長
したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価とし
て行うこと

・学習活動において生徒がより多面的・多角的な見方へと発
展しているか、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの
中で深めているかといった点を重視すること
・発達障害等のある生徒が抱える学習上の困難さの状況等を
踏まえた指導及び評価上の配慮を行うこと

・調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用すること
のないようにすること



○道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか

道徳科における学習状況等に関する評価の視点例

・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体
的にイメージして理解しようとしているか
・現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直しているか
・道徳的な問題に対して、自己の取り得る行動を他者と議論する中
で、道徳的価値の理解を更に深めているか
・道徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え、考
えようとしているか

○一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているか

・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を
様々な視点から捉え考えようとしているか
・自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとしているか
・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行動を多
面的・多角的に考えようとしているか



道徳科における学習状況の例

・道徳的価値のよさや大切さについて考えようとしている。

・道徳的価値について、一つの見方ではなく様々な角度か
ら捉えて考えようとしている。

・道徳的価値について、自分のこれまでの体験から感じた
ことを重ねて考えようとしている。

・授業で学んだ道徳的価値のよさを感じ、これからの自分
の生き方に生かそうとしている。 など

道徳的諸価値の理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野
から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての
考えを深める学習



道徳科における学習指導過程や指導方法に関する評価の観点例
ア 学習指導過程は、道徳科の特質を生かし、道徳的価値の理解を基に自己を見
つめ、人間としての生き方について考えを深められるよう適切に構成されてい
たか。また、指導の手立てはねらいに即した適切なものとなっていたか。

イ 発問は、生徒が広い視野から多面的・多角的に考えることができる問い、道
徳的価値を自分のこととして捉えることができる問いなど、指導の意図に基づ
いて的確になされていたか。

ウ 生徒の発言を傾聴して受け止め、発問に対する生徒の発言などの反応を、適
切に指導に生かしていたか。

エ 自分自身との関わりで、物事を広い視野から多面的・多角的に考えさせるた
めの、教材や教具の活用は適切であったか。

オ ねらいとする道徳的価値についての理解を深めるための指導方法は、生徒の
実態や発達の段階にふさわしいものであったか。

カ 特に配慮を要する生徒に適切に対応していたか。



指導に生かす自分自身との関わりの中で深めている例

・教材の登場人物を自分に置き換えて考える。

・教材の問題点等を自分事として受け止めて考える。

・日常生活や学校生活等を想起しながら考える。

・自分の生活を見つめ、振り返りながら考える。

・自分だったらどうするかなど考える。 など



指導に生かす具体的な多面的・多角的な見方の例

・ねらいとする道徳的価値の様々な面を考える。

・道徳的価値を支える様々な根拠を考える。

・様々な登場人物の立場で考える。

・焦点を絞って考えたり、視野を広げて考えたりする。

・時間の経過とともに変化する気持ちを考える。

・人間の強さや弱さ等を捉えて考える。 など



道 徳 科 の 目 標

第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づ
き、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道
徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広
い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方につ
いての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度を育てる。

中学校学習指導要領 「第３章 特別の教科 道徳」の「第１ 目標」



道徳的諸価値についての理解

道徳的価値
よりよく生きるために必要とされるもの

人間としての在り方や生き方の礎となるもの

学校教育においては、これらのうち発達の段階を考
慮して、生徒一人一人が道徳的価値観を形成する上
で必要なものを内容項目として取り上げている。

将来、様々な問題場面に出会った際に、その状況に
応じて人間としての生き方を考え、主体的な判断に
基づいて道徳的実践を行うためには、道徳的価値の
意義及びその大切さの理解が必要になる。



［自主、自律、自由と責任］
自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠
実に実行してその結果に責任をもつこと。

内 容 中



Ａ 主として自分自身に関すること
【自主、自律、自由と責任】【節度、節制】【向上心、個性の伸長】
【希望と勇気、克己と強い意志】【真理の探究、創造】

Ｂ 主として人との関わりに関すること
【思いやり、感謝】【礼儀】【友情、信頼】【相互理解、寛容】

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること
【遵法精神、公徳心】【公正、公平、社会正義】
【社会参画、公共の精神】【勤労】【家族愛、家庭生活の充実】
【よりよい学校生活、集団生活の充実】
【郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度】
【我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度】【国際理解、国際貢献】

Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること
【生命の尊さ】【自然愛護】【感動、畏敬の念】【よりよく生きる喜び】

内 容 中

道 徳 科 の 内 容



道徳的諸価値についての深い理解

中学生は、道徳的価値について、ある程度の理解は
有している。

様々な体験、道徳科の教材

他 者 と の 対 話

自己との関わりを問い直す

複数の道徳的価値の中か
ら、どの価値を優先する
のかの判断を迫られる

心の揺れや選択した結果

道徳的諸価値についての理解



価 値 理 解

道徳的諸価値について理解する

人 間 理 解

他 者 理 解

道徳的価値は、人間としてよりよく生きる上で大切な
ことであると理解すること

道徳的価値は大切であってもなかなか実現することが
できない人間の弱さなども理解すること

道徳的価値を実現したり、実現できなかったりする場
合の感じ方、考え方は一つではない、多様であるとい
うことを前提として理解すること

道徳科の中で道徳的価値の理解のための指導をどのように行うのかは、
授業者の意図や工夫によるが、自立した人間として他者と共によりよく生
きるための基盤となる道徳性を養うには、道徳的価値について理解する学
習を欠くことはできない。また、指導の際には、特定の道徳的価値を絶対
的なものとして指導したり、本来実感を伴って理解すべき道徳的価値のよ
さや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始することのないように
配慮することが大切である。



中学生という時期

大きく、激しい心の揺れを経験しながら

・様々な葛藤や経験の中で、自分を見つめ、自分の生き
方を模索するようになる。

・感情や衝動の赴くままに行動し、自分の弱さに自己嫌
悪を感じることもある。

・理想や本来の自分の姿を追い求め、大きく前進しよう
とすることもある。

自 己 を 確 立

自 己 を 見 つ め る

真摯に自己と向き合い、自分との関わりで改めて道徳的価値を
捉え、一個のかけがえのない人格としてその在り方や生き方など
自己理解を深めていく必要がある。



物事を広い視野から多面的・多角的に考える

生徒一人一人の道徳的価値に係る諸事象を、小・中学校の段階
を含めたこれまでの道徳科を要とする各教科等における学習の成
果や、「主として自分自身に関すること」、「主として人との関
わりに関すること」、「主として集団や社会との関わりに関する
こと」、「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関する
こと」の四つの視点を踏まえ、多面的・多角的に考察する学習を
意味している。

物事を広い視野から多面的・多角的に考察する指導の
ためには

諸事象の背景にある道徳的価値の多面性に着目させ、様々な角
度から総合的に考察することの大切さや、いかに生きるかにつ
いて主体的に考えることの大切さに気付かせることが肝要



人間としての生き方についての考えを深める

○ 中学生の時期は、人生に関わるいろいろな問題についての関心が高
くなり、人生の意味をどこに求め、いかによりよく生きるかという人
間としての生き方を主体的に模索し始める時期である。人間にとって
最大の関心は、人生の意味をどこに求め、いかによりよく生きるかと
いうことにあり、道徳はこのことに直接関わるものである。
○ 人間としての生き方についての自覚は、人間とは何かということに
ついての探求とともに深められるものである。生き方についての探求
は、人間とは何かという問いから始まると言ってもよい。人間につい
ての深い理解なしに、生き方についての深い自覚が生まれるはずはな
いのである。
○ 人間についての深い理解と、これを鏡として行為の主体としての自
己を深く見つめることとの接点に、生き方についての深い自覚が生ま
れていく。そのことが、主体的な判断に基づく適切な行為の選択や、
よりよく生きていこうとする道徳的実践へつながっていくこととなる。
○ このような視点に立って、生徒が人間としての生き方について考え
を深められるように様々な指導方法の工夫をしていく必要がある。



学校再開後の道徳教育の推進、充実

道徳教育の指導計画を確認する際のポイント

１ 道徳教育の全体計画

○ 学校教育目標と道徳教育の重点目標の確認
道徳科の年間指導計画などを見直す際、各学

校における教育活動の柱となるのが学校教育目
標であり、道徳教育においては道徳教育の重点
目標です。

→ 重点とすべき事項、内容項目の確認

併せて、中学校学習指導要領第１章第６の２
に示されている指導内容の重点化についても留
意してください。

○自立心や自律性を高め、規律ある生活をするこ
と

○生命を尊重する心や自らの弱さを克服して気高
く生きようとする心を育てること

○法やきまりの意義に関する理解を深めること
○自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成
に参画する意欲と態度を養うこと

○伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が
国と郷土を愛するとともに、他国を尊重すること

○国際社会に生きる日本人としての自覚を身に付
けることに留意すること

カリキュラム・マネジメント

「新しい生活様式」を踏まえた学校衛生管理
上、身体的距離の確保等の指導から、人と人と
の関わりから得られる心が育みづらい状況があ
ります。また、医療従事者などへの不当な差別
やＳＮＳにおける誹謗中傷などの問題が報道さ
れています。このような事象について直接的な
指導も必要ですが、道徳科の授業では、生徒が
道徳的価値を自覚し、人間としての生き方につ
いて考えを深め、日常生活や今後出会うであろ
う様々な場面、状況において、道徳的価値を実
現するための適切な行為を主体的に選択し、実
践することができるような道徳性を育てること
が、その本質であることを踏まえ、この状況下
でどのような内容項目を重点的に指導するかも
検討する必要があります。

例えば……

・相互理解、寛容
・よりよい学校生活、集団生活の充実
・節度、節制
・遵法精神、公徳心
・生命の尊重 など

心のケア

※現下の状況を踏まえて



学校再開後の道徳教育の推進、充実

学校の授業における学習活動の重点化に係る留意事項等について（通知）
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf

新型コロナウイルス感染症の影響により、地域によっ
ては長期の学校休業措置が取られた結果、生徒の「学び
の保障」が喫緊の課題となっています。そこで、左の通
知においては、学校再開後、登校日の設定や分散登校の
実施、時間割編成の工夫等の取組を行い学校における指
導を充実したとしても、なお年度当初予定していた内容
の指導を本年度中に終えることが困難である場合の特例
的な対応を示しています。

２ 道徳科の年間指導計画

「特別の教科 道徳」（道徳科）では、その扱いについ

て次のように示しています。

○中学校学習指導要領（平成29年告示）第３章第３の「指導
計画の作成と内容の取扱い」の１において、道徳科の年間指
導計画を作成するに当たって「第２に示す内容項目について、
各学年において全て取り上げることとする。」とされている
ことを踏まえ、学校の授業で全ての内容項目を取り上げるこ
とが求められる。その上でどの内容項目を授業でより重点的
に指導するのかについては、各学校で十分に検討し、判断す
ることが重要である。

「どの内容項目を授業でより重点的に指導するかにつ
いては、各学校で十分に検討し、判断すること」につい
ては、道徳教育の全体計画や別葉、「特別の教科道徳」
の年間指導計画を、休業後の生徒の様子を踏まえながら
もう一度確認し、教職員間で共通認識の下、道徳教育を
充実させる必要があります。



各教科

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳科

各教科等で行う道徳教育としては取り扱う機会が十分ではない内容項目
に関わる指導を補う

各教科等で行った道徳教育について、生徒の実態等を踏まえて指導をよ
り一層深める

内容項目の相互の関連を捉え直したり発展させたりする

補充

深化

統合

学校再開後の道徳教育の推進、充実

道徳教育の要としての道徳科の授業


